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 【目的】本研究の目的は、超高齢過疎地域における健康課題の再検討並びに公衆衛生看
護活動の方向性の考察である． CBPR(Community-Based Participatory Research)とは，
住民と専門職，研究者とのパートナーシップの元に，住民主体で健康課題の解決をめざ
す研究活動である．  
【方法】CBPR のプロセスは５段階からなる．本研究は A 市 B 地区を対象とした継続した
研究活動のうち，第３段階「健康課題を明確にする」に取り組んだ成果である．同地域
を担当する行政保健師とともに地域診断を実施した．その結果，高齢過疎の反転として，
著しい少子化が進展した地域の乳幼児のう歯率が高い可能性が示唆された．  
①基礎調査：行政保健師が A 市 B 区の乳幼児健診問診票を分析し、う歯罹患の傾向や生
活習慣において，超高齢過疎地域と，市街地を含む他地域との差を検討した．平成 25
年度から 27 年度実施の 430 名分の３歳児健康診査票データの統計学的分析を行った．
歯科健診結果（罹患型，歯の汚れ）を従属変数として，基本属性（地域、性別、家族構
成、保育状況），食事（菓子・甘味飲料の喫食状況），歯と口（母乳、定期受診、仕上げ
磨き、フッ素塗布）各項目の記述統計・層化と差の検定を行った．研究者らが助言と妥
当性の検討，考察を補助した． A 市 B 地区を地区特性から便宜的に 4 分割し，二項ロジ
スティック回帰分析をした結果では「歯の汚れ」は高齢過疎地域に有意な差（ p<.05）
を認めた. GIS による観察ではう歯罹患児の集積性を認めた．②対策・活動方法の検討：
基礎調査の結果に基づき，う歯予防への具体的な方策を検討するために，創造工学に基
づくアイデア創発ワークショップを実施した．対象者は行政保健師，看護学生，大学教
員とし，参加者は 18 名であった．「支援対象者に促したい行動」の視点から対象地域に
適したう歯予防の活動案の創出を行い，得られたデータを内容分析した．本研究は本学
倫理委員会の承認を得た方法を遵守し実施した．   
【結果】ワークショップでは，参加者はマトリックスによる健康課題の優先度を分析し，
行動レベルの課題を焦点化した後，ブレインライティング法により予防活動のアイデア
創発に取り組んだ．その結果， 242 件の活動案が創出された．創出された案の内容分析
の結果は，7 上位カテゴリ，16 中位カテゴリ，29 下位カテゴリに分類された．上位カ
テゴリとして「祖父母教育」「保育園・幼稚園と連携」「 SNS 利用」「新たな歯の清掃用具
の開発」「出張型のサービスの提供」「ゲーミフィケーション」「親子の逆転教育」が上
がった．ハイライト法では「歯磨きの歌を CM で流す」「親の仕上げ磨きを子が行う」「健
康保険料が安くなる」「歯磨きでキャラクターが育つゲーム」等が上位に挙がった． 
【考察】創出されたアイデアには従前の健康づくり活動にはないものも含まれ，今後，
費用対効果や実現可能性の吟味を経て，健康課題の解決に向けた活動につながることが
期待される．保健福祉サービスなど社会資源やマンパワーが乏しい地域では，健康課題
が明らかになっていても，有効な対策が見出せないことも多い．参加者からは「まだや
れることがあるかもしれないとエンパワメントされた」「保護者や保育士・幼稚園教諭
らの関係者ともワークショップを行いたい」という意見が得られている．CBPR の対象地
域における発展が課題であり，今後も継続して研究活動を行う必要がある．  
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